
 
令和４年度「仙台の自然」を活用した指導事例：地学分野 

５学年 単元名 ［流れる水のはたらき］           〇教科書    P.72～P.77 

                               〇仙台の自然  P.6～P.11 

【ねらい】 

複数の川の資料写真を見ることを通して，流れる場所による川や川原の様子の違いに問題を見い

だし，山の中，平地へ流れ出た辺り，平地の様子を調べ，それらの違いについて考えることができ

る。 

主な学習活動 

〇発問 C予想される児童の反応 
・指導上の留意点 

１ 本時の問題に出会う。 

 ・身の回りの川や山の中や平地の様子を見て，違

いを見付ける。 

 C：海の近くは川幅が広い。 

 C：山の中の川は，周りの石が大きい。 

 C：川の流れの速さに違いがある。 

 

２ 問題を見いだす。 

 ・川の様子や石の大きさの違いから，問題を見い

だす。 

 

 

 

３ 見いだした問題について調べる。 

 ・名取川・広瀬川・七北田川の各領域の様子を比

較する。 

 

 

 

 

４ 結果を整理する。 

 ・各地点の様子で気付いたことを全体で共有す

る。 

 

５ 今日の学びを振り返り考察する。 

 ・流れる場所によってどのような違いが見付かっ

たのかペアで伝え合う。 

 C：どの川の川幅も，平地が一番広い。 

 C：同じ川でも場所によって流れる速さや石の大

きさが違う。 

 ・ペアでの話を基に，全体で共有する。 

 

６ 次時の予定を伝える。 

【準備物】「仙台の自然」「タブレット端末」 

・身近な川・流域の違う写真を提示し，違い

に気付かせる。 

・GoogleMapを使い，土地の高低差を捉えさ

せ，違いに気付かせる。 

 

 

・どんなことを確かめれば，場所によっての

違いがあると言えるのか考えさせる。 

 

 

 

 

・仙台の自然の QR コードから動画を見せ，

違いを考えさせる。 

・流域毎に自分が比べてみたい観点を基に，

まとめさせる。 

・ロイロノートで写真を配信し，違いに気付

くことができるようにさせる。 

 

・写真をテレビで拡大して見せることで，ど

こに着目したのか捉えやすくする。 

 

 

・本時で見付けた違いについて，ペアで伝え

合う。 

・ペアで伝え合ったことを基に，全体で観点

毎に気付いたことを共有する。 

 

 

 

 

・次時は全国の川の様子に当てはめて川の様

子の違いについてまとめることを伝える。 

 

流れる場所によって，川と川原の石のようすには，どのようなちがいがあるだろうか。 


